
事業所名：地域密着型小規模特別養護老人ホーム ラシュレ樹の里 

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和 5年２月 27日（月）13時 30分～14時 

参 加 者 議   題 

入居者家族     2名 

地域住民の代表者  1名 

市職員        1名 

地域包括支援センター職員  1名 

事務所       3名 

（1）入居者の状況報告 

（2）サービス状況報告 

（3）身体拘束に関する取り組みについて 

（4）意見集約 

（5）連絡事項 

会    議    録 

（１）入退居者数、稼働率等の報告 ※別紙参照 

 

（２）・外出、レクリエーション、行事等の実績報告 

・ボランティア活動報告 ※別紙参照 

 

（３）身体拘束実施状況報告 

・身体拘束ゼロを継続中 ※別紙参照 

 

（４） 

 市職員より 

日頃からイベントなどが開催されていて良いと思います。 

Ｑ．身体拘束廃止委員会の「実施中の身体拘束予防ケアの工夫の共有」とい 

うのは具体的にどのようなものか。 

Ａ． 転倒・転落事故が発生した際、事故が起こった理由を探り、動線を確保 

したり集中できる物を準備するなどご自身の動きを拘束することなく 

安全確保ができる工夫を行っている。 

 民生委員より 

Ｑ．来月よりマスク着用が個人判断になるがどのようにしていく予定か。 

Ａ．高齢者であり持病をお持ちの方も多くいらっしゃる為、慎重に判断し 

ていくと思います。 

 地域包括支援センターより 

Ｑ． 外出回数は 0でしたが全く外に出られていないのか。 

Ａ． 陽気の良い日には畑などラシュレの敷地内には出られています。 

Ｑ． 家族との交流はどうしているか。 

Ａ． 少し前はWeb面会でしたが、現在はアクリル板越しで、月 2回、時 

間指定などという制限はあるが直接面会を行っています。 

 ご家族 A様より 

ブログには全ての行事や写真は載っていないので今回の資料から元気な

笑顔が見られて良かったです。直接面会になってから画面越しよりは意思

疎通がしやすく、母の状態もわかりやすいのでアクリル板越しでもありが

たいです。 

（５）次回（予定）：令和５年４月２４日（月） １３時３０分～ 

 


